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新たな経済ビジョン策定に向けた

付 加 価 値 づ く り
ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

令和４年７月１３日
福井県産業労働部



第１回 テーマ「イノベーションの促進」
日 程：６月１日（水）14時00分～16時00分（13:30～視察）
場 所：松文産業株式会社

＜内容＞
・繊維産業における生産現場の視察
・県内企業のイノベーション・高付加価値化に関する事例紹介・意見交換

第２回 テーマ「新たな社会課題への対応」
日 程：７月１３日（水） 14時00分～15時45分（13:30～視察）
場 所：清川メッキ工業株式会社

＜内容＞
・SDGｓの取組みに関する視察
・県内企業のSDGｓの活動や脱炭素経営に関する事例紹介・意見交換

第３回 テーマ「次世代モビリティ等に伴う構造変化への対応と新産業の創出」
日 程：７月２９日（金） 14時00分～16時00分（13:15～視察）
場 所：株式会社ＴＯＰ

＜内容＞
・次世代モビリティに関連する製造現場の視察
・次世代モビリティ普及に伴う産業構造の変化や新産業創出に関する
事例紹介・意見交換
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付加価値づくりワーキングループ スケジュール

今回
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本日のプログラム

１３：３０～ 現場見学 清川メッキ工業（株）
SDGｓの取組みに関する視察

１４：００～ 開会・事務局説明

１４：０５～ 事例紹介
「未来をつなぐ共有言語 ＳＤＧｓ」
清川メッキ工業（株）専務取締役清川卓二 氏

１４：２５～ 事例紹介
「企業はどのように脱炭素経営に取り組むか」
北陸経済研究所調査研究部主任研究員 辻野秀信 氏

１４：４５～ 意見交換

１５：４５ 閉 会
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事例紹介の内容

〇事例紹介 清川メッキ工業（株）専務取締役 清川卓二氏
• 清川メッキ工業は、人を大切にする“Ｉビジョン経営”を実践しながら、
めっき技術を活かした製品開発や環境負荷の低減のほか、野菜工場におけ
る障害者・高齢者雇用、メッキ教室などの人財教育を通して、ＳＤＧｓの
１７の全ての目標達成に向けて取り組んでいます。

• 清川メッキ工業における取組みをご紹介いただくとともに、なぜＳＤＧｓ
に取り組む必要があるのか、県内企業がどのように取組みを進めていくべ
きかについてご説明いただきます。

〇事例紹介 北陸経済研究所 調査研究部 主任研究員 辻野秀信氏
• 脱炭素に対する関心が高まる中、脱炭素経営に関する取組みは取引、投資
等の面でメリットとなる一方、取り組まないことが企業経営のリスクとな
る可能性があります。

• 北陸経済研究所が実施された調査結果をもとに、脱炭素経営に取り組むべ
き理由、北陸の地場産業における先進事例や今後の課題・展望等をご紹介
いただきます。
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今回ご議論いただくテーマ

〇意見交換

• ＳＤＧｓや脱炭素に関して企業に求められる役割・行動を、どのように認識
し、対応していますか？取組みを進めていくための課題とは？

• ＳＤＧｓや脱炭素に関連して、県内企業の技術を活かして成⾧が期待される
産業分野とは？

例：電気自動車、蓄電池、エネルギー転換・効率化、微細化技術、生分解性素材
etc.


